
P（計画）＝これからすることを考える

PDCAサイクルの一つ目。これからすることを、細かく分解して考えます。何をするのか、

誰に対してのものか、何故するのか、どれぐらいの量か、いつまでにやるか、いつまで行うか、

どのように行うか、誰と行うか、どうなったら良い結果なのか…など、

考えると無限に出てきますし、何をするかによっても考える項目は変わってきます。

D（実行）＝計画したことを実行する

PDCAサイクルの二つ目。先ほどのPで計画したことを実行にうつします。何かを作るなら作る。

身体を使うなら動く。頭で考えるなら考える。

実行で大事なことはふたつ。計画を意識して行動する事と、あとで評価できるように、

結果が分かるような仕込みをしておくこと。

時間を測るのか、数を数えるのか、日記を書くのか、評価を尋ねられる誰かに声をかけるのか。

 C（評価）＝結果が良かったか悪かったか判断する

PDCAサイクルの三つ目。実行した結果が望むものだったか、そうでないかを調べて、善し悪しを判断します。

この時点では良かったか悪かったかだけを判断します。

判断するうえで、先ほどの実行のときに仕込んだ結果を使います。

なので結果は数字のような誰が見ても分かる基準があると良いでしょう。

（間違いではないですが）人の意見は、主観であることが多いので、具体性に欠けるので判断するときは

気をつけましょう。

A（改善）＝見直しをかけて、次の計画に進む

PDCAサイクルの四つ目。善し悪しの判断を元に全体の見直しをします。続けるか、

止めるか、ちょっと手直しして続けるか、などです。

結果が悪いとしても、結果が出るまで時間がかかると分かっているものはこの段階では

「続ける」という見直しになります。

ここで大事なことは、次のP（計画）を意識した見直しをすることです。

これがPDCAサイクルのサイクルたる所以でもあります。

改善、その他を実行する場合は　（ＰＤＣＡ）　を廻して行う
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